
3 2017（平成29年）

　ゴルフ場利用者には、18歳未満等一定の人を除き１人１日最大
1,200円（ゴルフ場の等級による）が、都道府県のゴルフ場利用税
として課税されます。平成26年度の税収は479億円で、その７割
はゴルフ場のある市町村に交付されます。スポーツ施設への課税
はゴルフのみのため、毎年の税制改正で廃止要望があります。

ゴルフ場利用税
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国　税／ 平成28年分所得税の確定
申告 2月16日～3月15日

国　税／ 個人の青色申告の承認申請
 3月15日

国　税／ 贈与税の申告 
 2月1日～3月15日

国　税／ 2月分源泉所得税の納付 
 3月10日

国　税／ 個人事業者の28年分消費
税の確定申告 3月31日

国　税／ 1月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 3月31日

国　税／ 7月決算法人の中間申告 
 3月31日

国　税／ 4月、7月、10月決算法人の消
費税の中間申告（年3回の場
合） 3月31日

地方税／ 個人の都道府県民税、市町
村民税、事業税（事業所税）
の申告 3月15日

こぶし
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〈
取
締
役
の
義
務
〉

　取
締
役
と
会
社
の
関
係
は
委
任
の

規
定
に
従
い
ま
す
の
で
、
取
締
役
は

「
善
良
な
管
理
者
と
し
て
の
注
意
義
務
」

を
負
い
（
会
社
法
三
三
〇
条
・
民
法

六
四
四
条
）、
ま
た
忠
実
義
務
を
負

い
ま
す
（
会
社
法
三
五
五
条
）。
つ
ま

り
取
締
役
は
、
き
ち
ん
と
利
益
を
出

し
て
会
社
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

法
令
及
び
定
款
並
び
に
株
主
総
会
の

決
議
を
遵
守
し
て
、
忠
実
に
そ
の
職

務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
取
締
役
会
設
置
会
社
に
お

け
る
取
締
役
会
は
、
取
締
役
の
全
員

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
会
議
で

の
決
議
に
よ
っ
て
業
務
執
行
に
関
す

る
会
社
の
意
思
を
決
定
し
、
か
つ
、

取
締
役
の
職
務
執
行
を
監
督
し
ま
す

（
会
社
法
三
六
二
条
二
項
）。

　取
締
役
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
果
た

さ
ず
に
、
任
務
懈
怠
に
よ
り
会
社
に

損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
会
社
に

対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
（
会
社
法
四
二
三
条
一

項
）。

〈
取
締
役
の
解
任
〉

⑴

　取
締
役
の
解
任
手
続

　取
締
役
は
、
い
つ
で
も
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
っ
て
解
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
会

社
法
三
三
九
条
一
項
）。

　よ
っ
て
、
取
締
役
の
解
任
は
株
主

総
会
の
議
決
事
項
で
あ
り
、
ま
ず
取

締
役
を
解
任
す
る
た
め
に
は
株
主
総

会
を
招
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　取
締
役
会
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
、

取
締
役
会
で
株
主
総
会
の
開
催
と
取

締
役
の
解
任
を
議
題
と
す
る
旨
を
決

定
し
、
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
す
る

か
、
又
は
定
期
株
主
総
会
に
解
任
の

議
題
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　な
お
、
旧
商
法
で
は
、
株
主
総
会

の
特
別
決
議
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
会
社
法
で
は
過
半
数
の
株

主
の
賛
成
が
あ
れ
ば
解
任
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
任
期

満
了
の
株
主
総
会
で
あ
れ
ば
、
再
任

し
な
い
こ
と
で
も
目
的
を
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　注
意
点
は
、
会
社
法
三
三
九
条
二

項
に
は
、
株
主
総
会
決
議
に
よ
り
解

任
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
解
任
に
つ
い

て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

会
社
に
対
し
、
解
任
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
点
で

す
。　そ

の
解
任
に
「
正
当
な
理
由
」
が

あ
れ
ば
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
事
実
認
定
が
困
難
な
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
取
締
役

と
誠
実
に
話
し
合
っ
て
自
主
的
な
辞

任
を
求
め
、内
紛
を
顕
在
化
さ
せ
ず
、

会
社
の
信
用
を
保
つ
よ
う
に
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

　場
合
に
よ
っ
て
は
一
定
額
の
金
銭

を
支
払
っ
て
辞
任
し
て
も
ら
う
か
、

解
任
し
な
い
ま
で
も
役
員
報
酬
減
額

の
協
議
を
す
る
な
ど
の
解
決
方
法
も

検
討
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

⑵

　正
当
な
理
由

　前
述
の
よ
う
に
、
株
主
総
会
決
議

に
よ
れ
ば
、
い
つ
で
も
取
締
役
を
解

任
す
る
こ
と
が
で
き
、
解
任
す
る
理

由
に
法
律
上
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「
正
当
な
理
由
」
が
な
い

の
に
解
任
し
た
場
合
は
、
会
社
は
解

任
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
「
正
当
な
理
由
」
に
つ
い
て

は
、
会
社
法
に
は
具
体
的
な
定
め
が

　父
娘
が
お
互
い
を
解
任
し
合
う
と
い
う
大
塚

家
具
の
内
紛
に
よ
り
、
世
間
を
騒
が
せ
た
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
取
締
役
の
職

務
・
義
務
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
解
任
手

続
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
で
し
ょ
う
か
？
解
任

の
理
由
に
制
限
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

〜
取
締
役
の
義
務
と
解
任
〜
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な
い
た
め
、「
正
当
な
理
由
」
の
存

否
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
裁
判
で
争

わ
れ
て
い
ま
す
が
、事
案
の
性
質
上
、

和
解
で
終
結
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

判
決
に
よ
っ
て
「
正
当
な
理
由
」
に

つ
い
て
判
断
さ
れ
た
例
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

①

　「正
当
な
理
由
」
が
認
め
ら
れ
る

典
型
例

　横
領
・
背
任
や
定
款
の
手
続
を

無
視
し
た
職
務
執
行
な
ど
、
職
務

執
行
上
の
法
令
・
定
款
違
反
行
為

が
あ
る
場
合
は
、「
正
当
な
理
由
」

と
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

解
任
さ
れ
た
取
締
役
か
ら
の
損
害

賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

②

　病
欠
を
理
由
と
す
る
解
任
は

「
正
当
な
理
由
」
と
認
め
ら
れ
る

の
か
？

　持
病
の
悪
化
に
よ
り
療
養
に
専

念
す
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
は「
正

当
な
理
由
」
が
な
い
と
は
い
え
な

い
と
し
て
い
ま
す
（
最
高
裁
判
決

昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
一
日
）。

　こ
の
裁
判
例
か
ら
考
え
る
と
、

病
気
を
理
由
と
す
る
解
任
の
場
合
、

取
締
役
と
し
て
の
職
務
執
行
に
支

障
を
来
た
す
ほ
ど
の
期
間
の
療
養

を
要
す
る
見
込
み
で
あ
れ
ば
「
正

当
な
理
由
あ
り
」
と
認
め
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

解
任
に
当
た
っ
て
は
、
病
状
や
今

後
の
回
復
見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
、

慎
重
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

③

　取
締
役
と
し
て
の
能
力
不
足
を

理
由
と
す
る
解
任
は
「
正
当
な
理

由
」
と
認
め
ら
れ
る
の
か
？

　能
力
不
足
の
み
を
理
由
と
す
る

解
任
は
、「
正
当
な
理
由
」
と
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
難
し
い
面
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　取
締
役
は
、
任
期
中
は
報
酬
を

受
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、

さ
さ
い
な
経
営
判
断
の
失
敗
の
場

合
ま
で
賠
償
な
し
に
取
締
役
を
解

任
で
き
る
の
で
は
、「
正
当
な
理
由
」

な
き
解
任
の
場
合
は
賠
償
を
要
す

る
と
し
て
取
締
役
の
利
益
を
保
護

し
た
会
社
法
の
趣
旨
に
反
し
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
職
務
上
の
ミ
ス
が

あ
っ
た
と
か
、
営
業
成
績
が
思
わ

し
く
な
い
こ
と
が
「
正
当
な
理
由
」

に
あ
た
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
任
期
満
了
を
待
っ
て
再
任

し
な
い
方
向
で
検
討
す
る
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

　も
っ
と
も
、
能
力
の
著
し
い
欠

如
な
ど
職
務
へ
の
著
し
い
不
適
任

に
ま
で
達
し
て
い
る
場
合
は
、「
正

当
な
理
由
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る

余
地
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　実
際
の
裁
判
例
で
は
、
監
査
役

の
解
任
の
事
案
で
、
明
ら
か
な
税

務
処
理
上
の
過
誤
を
犯
し
た
こ
と

を
著
し
く
不
適
任
で
あ
り
解
任
に

正
当
な
理
由
が
あ
る
と
し
た
東
京

高
裁
判
決
（
昭
和
五
十
八
年
四
月

二
十
八
日
）
が
あ
り
ま
す
。

　取
締
役
の
場
合
も
、
明
ら
か
な

法
規
制
違
反
等
を
見
過
ご
し
て
会

社
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、

「
正
当
な
理
由
あ
り
」
と
判
断
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

④

　取
締
役
の
解
任
に
「
正
当
な
理

由
」
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
賠

償
す
べ
き
損
害
の
範
囲
は
？

　損
害
賠
償
の
範
囲
は
、
大
阪
高

裁
判
決
（
昭
和
五
十
六
年
一
月

三
十
日
）
に
よ
る
と
、
取
締
役
を

解
任
さ
れ
な
け
れ
ば
在
任
中
及
び

任
期
満
了
時
に
得
ら
れ
た
利
益
の

額
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
以
下
の
ア
〜
ウ

の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
に
な
る

で
し
ょ
う
。

ア
．
満
期
ま
で
の
役
員
報
酬

イ
．
役
員
賞
与
（
た
だ
し
、
定
款

の
定
め
等
に
よ
り
賞
与
を
受
け

得
た
と
い
え
る
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
）

ウ
．
退
職
金
（
た
だ
し
、
定
款
の

定
め
等
に
よ
り
退
職
金
を
受
け

得
た
と
い
え
る
場
合
で
、
解
任

に
よ
り
退
職
金
が
減
額
・
無
し

と
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
）

　取
締
役
を
解
任
し
て
争
わ
れ
た

場
合
の
金
銭
的
な
リ
ス
ク
は
、
前

記
の
他
に
訴
訟
費
用
等
も
あ
り
ま

す
の
で
、
リ
ス
ク
の
回
避
の
た
め

に
、「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
の
慎

重
な
判
断
の
他
、
そ
の
取
締
役
の

任
期
の
確
認
、
賞
与
や
退
職
金
支

給
の
確
認
な
ど
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。

⑶

　実
務
上
の
検
討

　実
務
上
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
解

任
す
れ
ば
そ
の
旨
の
登
記
履
歴
が
残

っ
て
し
ま
い
、
何
か
問
題
の
あ
っ
た

会
社
だ
と
外
部
に
み
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　会
社
法
の
施
行
に
よ
り
、
役
員
の

任
期
が
最
長
一
〇
年
間
に
伸
長
さ
れ

任
期
を
最
長
の
一
〇
年
に
す
る
会
社

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
親
族
が
役

員
の
会
社
で
も
安
易
に
そ
う
せ
ず
、

短
期
の
任
期
に
し
て
お
く
こ
と
も
検

討
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
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平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正（
案
）

で
は
、
配
偶
者
控
除
の
見
直
し
を
は

じ
め
、「
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健

全
化
な
し
」
の
基
本
方
針
の
下
、
各

種
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
改
正
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
て
み
ま
す
。

【
改
正
項
目
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
主
な
項
目
の
適
用
時
期
は
、
次
頁

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
前
年
以
前
の
改
正
で
適
用

時
期
が
今
年
以
降
と
な
る
項
目
も
記

載
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ
　
個
人
所
得
課
税

１
　
配
偶
者
控
除

　
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
老
人
控
除

対
象
配
偶
者
を
有
す
る
居
住
者
に
つ

い
て
適
用
す
る
配
偶
者
控
除
の
額
は
、

図
表
１
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万

円
（
年
収
一
、二
二
〇
万
円
）
を
超

え
る
居
住
者
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者

控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
　
配
偶
者
特
別
控
除

　
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
を
三
八
万

円
超
一
二
三
万
円
以
下
（
現
行
三
八

万
円
超
七
六
万
円
未
満
）
と
し
、
控

除
額
は
図
表
２
の
と
お
り
。

　
こ
れ
に
よ
り
、「
一
〇
三
万
円
の
壁
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
収
入
額
が
、一
五
〇

万
円
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

３
　
積
立
型
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

　
株
等
へ
の
投
資
で
得
た
利
益
を
一

定
の
条
件
で
非
課
税
と
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
に
つ
い
て
、
積
立
方
式
の
新
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
す（
図
表
３
参
照
）。

４
　
医
療
費
控
除

　
確
定
申
告
時
に
医
療
費
控
除
を
受

け
る
た
め
に
提
出
し
て
い
た
領
収
書

が
医
療
費
の
明
細
書
又
は
医
薬
品
購

入
費
の
明
細
書
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

（図表１）配偶者控除額

居住者の
合計所得金額

控除額

控除対象配偶者 老人
控除対象配偶者

900万円以下 38万円 48万円

900万円超
950万円以下 26万円 32万円

950万円超
1,000万円以下 13万円 16万円

税
制
改
正（
案
）

の
ポ
イ
ン
ト

平成
29年度

（図表 2）配偶者特別控除額
配偶者がパートで働く世帯の減税を拡充
38 万円

36
31
26
21
16
11
6
3
0

0 円

※世帯主の年収が 1120 万円以下の場合。1120 万円
　超で控除の適用縮小。1220 万円超で完全に適用外。

世
帯
主
の
控
除
額

配
偶
者
控
除
38
万
円

配
偶
者
特
別
控
除

最
高
38
万
円

38 万円
36
31
26
21
16
11
6
3
0

103 万円 141 150
配偶者の年収

拡充

201

（図表３）少額投資非課税制度（NISA）を多様化
非課
税枠

非課税
期間 特徴

現行
NISA

年
120
万円

5
年間

・20歳以上が対象
・上場株式や公募株式投信などが対象
・2014年開始。当初は年100万円が
上限だったが16年から拡大

ジュニア
NISA

年
80
万円

5
年間

・0～19歳が対象
・子や孫の名義で口座を作り、教育資
金などに使う

積立型
NISA

年
40
万円

20
年間

・若年層の利用を想定
・長期にわたって積み立てができるよ
うな商品に限定

・現行NISAとの併用は認めない

年収に応じた配偶者特別控除の金額

配
偶
者
の
年
収

201万円超 0 0 0 0
201万円以下 3万円 2万円 1万円 0
197万円以下 6 4 2 0
190万円以下 11 8 4 0
183万円以下 16 11 6 0
175万円以下 21 14 7 0
167万円以下 26 18 9 0
160万円以下 31 21 11 0
155万円以下 36 24 12 0
150万円以下 38 26 13 0

1120
万円
以下

1170
万円
以下

1220
万円
以下

1220
万円
超

世帯主の年収



5─３月号

Ⅱ
　
資
産
課
税

１
　
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
対
応

　
新
築
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
か

か
る
固
定
資
産
税
が
見
直
さ
れ
ま
す

（
図
表
４
参
照
）。

２
　
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
納
税
義

務
の
見
直
し

　
国
際
的
な
課
税
逃
れ
を
防
止
す
る

た
め
、
海
外
移
住
し
た
者
同
士
（
親

子
）
が
海
外
資
産
を
相
続
・
贈
与
す

る
場
合
、
移
住
後
一
〇
年
以
内
は
日

本
で
課
税
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

３
　
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価

の
見
直
し

　
株
式
の
評
価
方
法
の
一
つ
で
あ
る

「
類
似
業
種
比
準
方
式
」
が
見
直
さ
れ

ま
す
。

４
　
広
大
地
評
価
の
見
直
し

　
現
行
の
「
面
積
比
例
減
額
方
法
」

か
ら
土
地
の
個
性
に
応
ず
る
方
法
に

見
直
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ
　
法
人
課
税

賃
上
げ
促
進
税
制
の
見
直
し

　
賃
上
げ
し
た
企
業
の
法
人
税
負
担

を
軽
く
す
る「
所
得
拡
大
促
進
税
制
」

が
図
表
５
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま

す
。

Ⅳ
　
消
費
課
税

１
　
酒
税
改
革

　
ビ
ー
ル
や
発
泡
酒
な
ど
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
ビ
ー
ル
系
飲

料
の
税
率
は
、
平
成
三
十
二
年
か
ら

三
十
八
年
に
か
け
て
段
階
的
に
統
一

さ
れ
ま
す
。

２
　
免
税
品

　
国
内
の
空
港
に
到
着
し
た
海
外
旅

行
者
が
、
入
国
手
続
き
前
に
免
税
品

を
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

（図表 4）タワーマンション、高層階は
　　　　 増税、低階層は減税
固定資産税の見直しのイメージ

床
面
積
あ
た
り
の
税
額
は

ど
こ
の
階
で
も
同
じ

全
体
の
税
額
は
変
え
ず
に

現　在　　→　　改正案
最上階

1階

↑

　　
　
↓

（図表５）賃上げ減税見直しのイメージ

現
状

賃上げを
していれば → 企業規模にかかわらず、賃上げ

総額の10％分を法人税から減額

見
直
し
後

賃上げ率が
2％未満なら →

・中小企業は10％分を減税

・大企業は減税なし

賃上げ率が
2％以上なら →

・中小企業は最大22％分を減税

・大企業は最大12％分を減税

賃上げ率が高いほど減税率も高め、賃上げを促す

改正項目タイムスケジュール（○減税　●増税　 △どちらともいえない）

平成
29年

1月

● 年収1,000万円超の会社員の給与所得控除を220万円に縮小

○ 特定の市販薬を購入した場合、年1万2,000円超の部分（8万8千円を限
度）を課税所得から控除。通常の医療費控除と選択

● 不正な税の申告を繰り返すと加算税を10％上乗せ

○ 給与所得者の会社からの住宅借入金の金利が0.2％以上であれば住宅ロ
ーン控除の対象になる

△ 取引相場のない株式の評価の見直し

4月 ● 海外移住者の相続税又は贈与税の納税義務の見直し

7月
○ 海外旅行者が日本入国時に免税品の購入が可能になる

○ 仮想通貨取引が非課税になる

平成
30年

1月

○ 積立型ＮＩＳＡの創設

△ 広大地の評価方法の見直し

△ 配偶者控除の見直し

△ 配偶者特別控除の見直し

△ 医療費控除を受ける場合の添付書類の変更

４月 △ タワーマンション評価の見直し（固定資産税）

平成
31年 10月

● 消費税率の引上げ（８％→10％）

○ 消費税の軽減税率（８％）の適用（対象は酒類・外食を除く、飲食料品と
一定の新聞）

平成
38年 10月 △ ビール系飲料の税率統一



３月号─6

　
労
働
契
約
法
で
は
、
有
期
労
働
契

約
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
無
期
転
換
ル

ー
ル
の
概
要
・
企
業
動
向
・
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

一

　無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

㈠

　無
期
転
換
ル
ー
ル

　
有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
、

通
算
契
約
期
間
が
五
年
（
※
）
を
超
え
る

場
合
は
、
無
期
転
換
へ
の
申
込
権
が

発
生
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

日
以
降
に
お
い
て
有
期
労
働
契
約
を

一
年
ご
と
に
更
新
し
て
い
る
労
働
者

が
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
無
期
転
換
の
申
込
み
を
し
た
と

き
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以

降
は
無
期
労
働
契
約
に
転
換
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
　
通
算
対
象
と
な
る
労
働
契
約
と

は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以

後
に
開
始
さ
れ
た
有
期
労
働
契
約

が
対
象
で
す
。
ま
た
、
同
一
の
使

用
者
と
の
間
で
労
働
契
約
を
締
結

し
て
い
な
い
期
間
（
無
契
約
期
間
）

が
、
一
定
の
長
さ
以
上
に
わ
た
る

場
合
、
こ
の
期
間
が
「
ク
ー
リ
ン

グ
期
間
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
れ

以
前
の
契
約
期
間
は
通
算
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

㈡

　労
働
条
件

　
無
期
労
働
契
約
の
労
働
条
件
（
職

務
、
勤
務
地
、
賃
金
、
労
働
時
間
な

ど
）
は
、
別
段
の
定
め（
※
）
が
な
い
限

り
、
直
前
の
有
期
労
働
契
約
と
同
一

と
な
り
ま
す
。

　
別
段
の
定
め
を
し
、
変
更
を
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
が
、
職
務
の
内
容

な
ど
が
変
更
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
を

低
下
さ
せ
た
場
合
、
合
理
性
が
認
め

ら
れ
ず
、
そ
の
変
更
が
無
効
と
判
断

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
「
別
段
の
定
め
」
と
は
、
労
働
協

約
、
就
業
規
則
、
個
々
の
労
働
契

約
（
無
期
転
換
に
当
た
り
労
働
条

件
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

労
働
者
と
使
用
者
と
の
個
別
の
合

意
）
が
該
当
し
ま
す
。

二

　無
期
転
換
の
動
向

　
次
に
、
企
業
の
動
向
を
見
て
い
き

ま
す
。

〈
参
考
〉　「
改
正
労
働
契
約
法
と
そ

の
特
例
へ
の
対
応
状
況
及
び
多
様

な
正
社
員
の
活
用
状
況
に
関
す
る

調
査
」（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
　

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
）

㈠

　無
期
転
換
へ
の
対
応

　
無
期
転
換
対
応
に
つ
い
て
の
各
企

業
の
検
討
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
通
算
五
年
を
超
え
る
有
期
契
約
労

働
者
か
ら
、
申
込
み
が
さ
れ
た
段

階
で
無
期
労
働
契
約
に
切
り
換
え

て
い
く
（
フ
ル
タ
イ
ム
契
約
労
働

者
四
五
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
契
約

労
働
者
五
一
％
）

・
対
応
方
針
は
未
定
・
分
か
ら
な
い

（
同
順
に
二
四
％
、
二
七
％
）

・
有
期
契
約
労
働
者
の
適
性
を
見
な

が
ら
、
五
年
を
超
え
る
前
に
無
期

契
約
に
し
て
い
く
（
二
〇
％
、

一
一
％
）

・
有
期
契
約
が
更
新
を
含
め
て
通
算

五
年
を
超
え
な
い
よ
う
に
運
用
し

て
い
く
（
六
％
、
六
％
）

㈡

　メ
リ
ッ
ト
と
課
題

　
各
企
業
が
無
期
労
働
契
約
に
転
換

す
る
メ
リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
）
と
考

え
て
い
る
事
項
に
は
次
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

・
長
期
勤
続
、
定
着
が
期
待
で
き
る

（
七
二
％
）

・
有
期
契
約
労
働
者
の
雇
用
に
対
す

る
不
安
感
を
払
拭
し
、
働
く
意
欲

を
高
め
ら
れ
る
（
五
八
％
）

・
要
員
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
る
（
四
八
％
）

　
一
方
、
有
期
契
約
労
働
者
を
無
期

契
約
に
転
換
し
た
と
き
の
課
題
と
し

て
次
の
よ
う
な
回
答
が
あ
り
ま
す
。

・
雇
用
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

の
対
処
方
法
（
五
五
％
）

・
正
社
員
と
有
期
契
約
労
働
者
の
間

の
仕
事
や
労
働
条
件
の
バ
ラ
ン
ス

の
図
り
方
（
四
三
％
）

・
業
務
量
の
変
動
に
伴
う
労
働
条
件

の
調
整
方
法
（
三
二
％
）

㈢

　五
年
未
満
に
抑
制
す
る
理
由

　
㈠
に
お
い
て
「
通
算
五
年
を
超
え

な
い
よ
う
運
用
し
て
い
く
」
と
し
た

企
業
が
、
そ
の
よ
う
に
運
用
す
る
理

由
（
複
数
回
答
）
と
し
て
多
か
っ
た

の
は
次
の
も
の
で
す
。

・
従
来
か
ら
そ
う
し
た
契
約
管
理
を

行
っ
て
き
た
か
ら
（
三
七
％
）

・
人
件
費
を
増
加
・
固
定
化
さ
せ
た

く
な
い
か
ら
（
三
二
％
）

有
期
契
約
労
働
者
の

無
期
転
換

有
期
契
約
労
働
者
の

無
期
転
換

労働契約法



7─３月号

・
定
期
的
に
人
材
の
新
陳
代
謝
を
図

り
た
い
か
ら
（
三
一
％
）

　
ま
た
、
通
算
五
年
未
満
に
抑
制
す

る
方
法
（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て
多

か
っ
た
の
は
次
の
回
答
で
す
。

・
更
新
回
数
上
限
や
通
算
勤
続
年
数

等
で
制
限
す
る
（
六
七
％
）

・
契
約
更
新
時
の
判
断
（
人
物
や
働

き
ぶ
り
等
の
選
別
）
を
厳
格
化
す

る
（
三
二
％
）

・
契
約
期
間
を
一
定
の
業
務
完
了
ま

で
な
ど
で
設
定
し
、
更
新
は
原
則

行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
（
一
一
％
）

・
途
中
で
随
時
、
ク
ー
リ
ン
グ
（
空

白
）
期
間
を
挟
み
、
通
算
期
間
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
（
一
一
％
）

・
有
期
契
約
労
働
者
を
新
規
に
採
用

す
る
際
、
正
社
員
転
換
や
無
期
転

換
を
希
望
し
な
い
人
を
選
別
す
る

（
五
％
）

三

　企
業
の
対
応

　
有
期
契
約
労
働
者
の
約
三
割
が
、

通
算
五
年
を
超
え
て
有
期
労
働
契
約

を
反
復
更
新
し
て
い
る
実
態
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
三
十
年
四
月
か
ら

は
無
期
転
換
申
込
み
の
発
生
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
無
期
転
換
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

上
で
は
、
制
度
の
設
計
段
階
か
ら
労

使
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
労
働
者
と

の
協
議
の
場
を
持
ち
、
労
使
双
方
に

納
得
が
で
き
る
制
度
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
、
導
入
・
運
用
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
以
下
は
、
無
期
転
換
制
度
の
導
入

手
順
の
例
で
す
。

㈠

　実
態
把
握

　
ま
ず
は
、
有
期
契
約
労
働
者
の
実

態
を
把
握
し
ま
す
。

・
有
期
契
約
労
働
者
の
人
数

・
職
務
内
容

・
月
や
週
の
労
働
時
間

・
契
約
期
間
、
更
新
回
数

・
勤
続
年
数
等
（
通
算
契
約
期
間
）

・
労
働
者
自
身
の
今
後
の
働
き
方
の

希
望

㈡

　仕
事
の
整
理
・
分
類

　
次
に
、
社
内
の
仕
事
を
整
理
し
、

従
業
員
区
分
ご
と
に
任
せ
る
仕
事
を

考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
、
業
務
の
必
要
性
が
一
時

的
な
仕
事
の
場
合
は
、
任
せ
る
業
務

内
容
に
応
じ
て
有
期
契
約
労
働
者
を

活
用
し
、
恒
常
的
な
業
務
は
、
無
期

労
働
契
約
の
社
員
が
担
う
と
い
っ
た

仕
事
の
分
類
を
実
施
し
ま
す
。

㈢

　転
換
後
の
区
分

　
無
期
転
換
後
の
区
分
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

①

　無
期
契
約
労
働
者

　
契
約
期
間
の
み
を
無
期
と
し
、
そ

の
他
の
労
働
条
件
は
直
前
の
有
期
労

働
契
約
と
同
一
と
し
ま
す
。
な
お
、

定
年
制
を
定
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
無
期
転
換
前
と
比
べ
、
職
務
や
処

遇
の
変
更
が
な
い
た
め
、
労
働
負
荷

の
増
加
を
望
ま
な
い
者
に
は
適
し
た

転
換
方
法
と
い
え
ま
す
。

②

　多
様
な
正
社
員

　
い
わ
ゆ
る
「
正
社
員
」
と
比
較
し

て
、
勤
務
地
や
労
働
時
間
、
職
務
な

ど
の
労
働
条
件
に
制
約
を
設
け
た
正

社
員
（「
多
様
な
正
社
員
」）
へ
の
転

換
で
す
。

　
転
居
・
転
勤
を
伴
う
異
動
が
行
え

な
い
、
正
社
員
と
同
じ
時
間
だ
け
働

く
こ
と
が
で
き
な
い
、
等
の
者
が
仕

事
を
続
け
や
す
い
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
介
護
と

仕
事
の
両
立
を
図
り
た
い
者
、
特
定

職
務
の
仕
事
を
希
望
す
る
者
に
も
適

し
た
転
換
方
法
と
い
え
ま
す
。

　
事
前
に
検
討
す
る
項
目
の
例
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
処
遇
、
労
働
条
件

・
い
わ
ゆ
る
「
正
社
員
」
と
の
処
遇

の
差
異
と
そ
の
根
拠

・
こ
れ
ま
で
の
有
期
契
約
労
働
者
と

の
処
遇
の
差
異
と
そ
の
根
拠

③

　正
社
員

　
業
務
内
容
等
に
制
約
が
な
く
、
定

年
に
達
す
る
ま
で
勤
務
す
る
こ
と
を

想
定
し
た
、一
般
的
に「
正
社
員
」「
総

合
職
」
等
と
呼
ば
れ
る
者
へ
の
転
換

で
す
。

㈣

　労
働
条
件
等
の
検
討

　
無
期
転
換
者
と
正
社
員
の
仕
事
内

容
や
責
任
の
範
囲
、
労
働
条
件
な
ど

に
差
異
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

処
遇
や
評
価
に
差
異
を
設
け
る
場
合

は
、
妥
当
性
や
労
働
者
の
納
得
性
に

十
分
に
留
意
し
な
が
ら
処
遇
や
評
価

制
度
を
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

　
無
期
転
換
者
用
の
就
業
規
則
そ
の

他
各
種
規
程
を
作
成
し
た
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
規
程
の
対
象
と
な
る
者
を
、

正
社
員
の
就
業
規
則
等
の
対
象
か
ら

除
外
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
正
社

員
の
就
業
規
則
等
の
適
用
対
象
に
つ

い
て
も
併
せ
て
見
直
し
ま
す
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
検
討
・
導
入

に
あ
た
っ
て
は
、
導
入
企
業
事
例
や

導
入
支
援
策
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」（
厚
生
労
働
省
）
も

活
用
し
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。



　帝国データバンクの調査によれば、2015
年の経営者の平均年齢は59.2歳で、国立
がんセンターがん対策情報センターの資料
によると、50歳代男性のかかりやすい病気
は、胃がん・大腸（結腸・直腸）がん・肺が
んとなっています。
　これらの病気における平均入院日数は約
１ヶ月、自己負担合計額は約90万円以上
とする保険会社の調査もあり、がんになる
と長期にわたり仕事に穴を開けることにも
なります。経営者が病気を患うことによる
企業の損失は甚大で、経営者の健康維持こ
そ最大のリスク管理と言えるでしょう。
　経営者自身の健康管理は、組織運営や企
業経営において欠かすことのできない重要
な要素です。経営のトップが体に不安を抱
えていては、組織やチームが成長に向けて
前進しているときや危機を乗り越えようと

チャレンジしているときに従業員の士気や
組織のエネルギーが弱まってしまう危険が
あります。
　経営者は、日々健康維持・体力増進に取
り組むとともに、人間ドックなどの検診を
受診し、健康状態を把握してメタボや病気
を未然に防ぐ「先手必勝」の健康管理が必
要となってきます。
　また、従業員の健康管理も企業の社会的
責任となってきています。従業員の身体の
不調や病気は作業効率・生産性の低下を招
くことは明白ですし、近年ではうつ病など
心の病を抱える従業員の増加も大きな社会
問題になっています。
　長期的なビジョンに基づいて、従業員の
健康を経営課題として捉えて取り組むとい
うことは、従業員の健康保持・増進、生産
性や企業イメージの向上等につながるもの
であり、ひいては組織の活性化、企業業績
等の向上にも寄与するものと考えられま
す。

健康管理の重要性
～経営者の健康維持は最大のリスク管理～

　もう春だといっても日によっては寒い夜
もあります。そんな日の読書等のお供にお
勧めするのがロイヤルミルクティです。
　カフェで飲むロイヤルミルクティは、ミ
ルクをスチーマーで温めるため泡立ってい
るものが多いのですが、本来は鍋でじっく
り温めたまろやかな紅茶です。
　一人分の作り方としては、まず小鍋にカ
ップ半分の水をぐらぐらと沸かし、火にか
けたまま茶葉を茶さじ大盛り１杯入れます。
紅茶がしっかり濃く出たら、そこに冷たい
牛乳をカップ半分注ぎ、沸騰直前までその
まま火にかけます。
　沸きそうになったところで火を止め、小
鍋にふたをして２～３分蒸らします。
　茶漉しで漉しながらカップに注いで出来
上がりです。砂糖はお好みで。
　とても簡単ですが、本当においしい紅茶
が楽しめると思います。試してみてはどう
でしょうか。

～ロイヤルミルクティ～
　こ
こ
数
年
、
一
人
で
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
む
「
ヒ
ト
カ
ラ
」
専
門
の
お
店

が
ち
ら
ほ
ら
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　一
人
で
カ
ラ
オ
ケ
は
寂
し
い
と
い

う
意
見
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の

ヒ
ト
カ
ラ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
も

っ
て
こ
い
の
手
段
で
す
。

　ス
ト
レ
ス
や
怒
り
を
感
じ
る
と
呼

吸
が
浅
く
な
り
、
逆
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
と
呼
吸
が
深
く
な
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楽
し

み
な
が
ら
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
が

ス
ト
レ
ス
解
消
に
繋
が
る
こ
と
も

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　歌
を
歌
う
時
は
自
然
と
呼
吸
が
深

く
な
り
、
好
き
な
歌
を
思
い
っ
き
り

歌
う
こ
と
で
気
分
は
す
っ
き
り
す
る

で
し
ょ
う
。
人
前
で
歌
う
の
が
恥
ず

か
し
い
と
い
う
方
に
も
ぴ
っ
た
り
で

す
。

一
人
カ
ラ
オ
ケ
の
ス
ス
メ
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